
メモリアルデー中央実行委員会では、

「地域防災点検運動」

被災地だよリ

の展開を呼びかけました。
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個人でできる点検項目は次の項目です。

この項目をさらに充実できるように呼びかけています。

あなたも答えてみて下さい。

.．. -

これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避難所になった神戸の学校現場から全国へ

② 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

「チェック項目」
① 自宅、職場、学園から指定された避難場所への避難通路は、

安全に確保されていますか？

指定された避難場所（都市公園）は、あなたの所在地から

どのくらいの距離ですか？

（法律・都市公園法で定められている標準は次の通り。

街区公園は、 250m以内、広さ 0,25ha。近隣公園は、
500m以内，2証0近隣公園は、 1キロ以内，4ha)
災害時における被災者の安全を確保するに足る必要な井戸、

貯水槽、水泳プー＂、自家発電設備などは十分ですか？ ？ 

災害時の非常用食糧、救助用資機材などの物資備蓄倉庫は

整備されていますか？非常時に必要な数が揃っていますか？

またすぐに活用できる状態ですか？

指定されている避難場所の建物（公民館・学校など）は

安全ですか？

老朽化している小・中学校校舎は、近所にありますか。

また、耐震診断で補修の必要性が指摘されている公共の

高齢者や身障者用の福祉施設はありませんか？ '

住民が利用する公共建造物で老朽化していたり、べ危険と

思われる建物はありますか？

近くの公的医療機関で防災上改築・補強が必要と思ゎれる

ところはありますか？

近くに緊急車両（消防車など）

ませんか？
が通行できない道路はあり

← ―-9-「空港問題」…・環境庁長官様

運輸大臣様
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4 周年を迎えた被災地は、その復興状態が平均 67,1% （昨年 62,5%• 詳し
くは P.2参照）と、厳しく、神戸大学アンケート調査の結果、仮設から復興
住宅に移って、かえって孤独な思いをしている被災者の現状（次ページ参照）

が報告され、「緊急救国戦線の必要性」がバネりストから提案されるほど、問題の
深刻さを浮き彫りにしました。 ．．． 

に請願署名

住民投票で、市民の意志が確認されるま
同意Lないよ

で、空港鳥の埋め立てに
ぅ、認可Lないよう求める請願署名が始ま・ってい ・

神戸空港を含め、「自分た
ます。

ちの街は自分たちで話L合って判断L
た結果進めていきたい…。」これが、多くの犠牲を出 Lて得た
「震災の教訓」です。

2度と同じ悲Lみをくリ返さないために、そ Lて「住民投票を求める
35万票の署名を無駄に Lない」取I)組みが進んでいます。

＇ 

1 震災と不況から立ち上がるための
次の 5つの提言を確認しました。

1・住宅・店舗の再建のため、 500万円（半攘は250万円・一部損攘は

1 5 0万円）を支給し、その他に自立支援金・ 350万円を全ての被災者

に支給することc

2 •恒久住宅に入居したもの、多重ローンに苦しんでいるものに、資金援助と
ケアを行うこと。

3・自営業者の生活と営業を保障すること

4・雇用を保障し、地域経済の振興をはかること。

5・空港や石炭火力発電所などの巨大な再開発事業をやめ、地域密着型の福祉・

環境・文化の都市づくりの行政に転換すること。
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震災後4年、数字で見る
被災地の現状・復興度

［ 大震災4年の状況（兵庫県内）
目 人的被害

［ 死者（関連死含む）

: 目 行方不明者

『 夏軽傷者
g 易環緬害

i 全埠 '. 1万 8364世帯
目
自 半埠 ・ 25万8799世帯

i 合計 43万716況竺帯
目 仮設住宅入居世帯 5841世帯
［ 旧避雛所生活世帯 6カ所、 67人
！ 仮設住宅での孤独死 ．227人
ミ

目 ※死渚数、家扇被害は消防庁まと

め。仮設入居者は1月 1日現在。孤
狼は同12日現在、旧避離所は同14
日現在の数字。
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6,398人
3人

4万82人

子どもたちの実態・
阪神大震災で転校を強いられた子どもは昨年7月現在で4567人で、
78％の3546人が転居先の永住を決めている。

元の校区に戻る見込みがある子どもは3.51の16 1人。
860人が戻るかどうか未定だという。

転校Lた児童生徒のうち、兵庫県外へ移ったのは全体の3分の 1にあたる
1575人で、近畿を中心に 43都道府県に及ぷ。

このうち県内に戻る見込みがあるのは、 74人。

戻るかどうか未定の409人のうち、約 10％は戻りたい希望を持っていると
答えている。
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平均 ． 67.1 (62.5) 
（注）カッコ内は震淡3年の数字

移動に際しての問題点
転居に伴う問題の解決が、被災者の思いを無視L、行政側の一方的な都合で
行われていると、仮設ネットワークの岡田さんは訴えている。

せっかく 2000年5月入居予定の市営住宅に当選 LたAさん。
紐んでいる仮設は撒去のため、その間の住まいを市側に依頼 Lたところ、子
どもの通学条件を無視Lたところを斡旋。その旨を訴えても聞き入れてくれな
い。校区まで考えた住宅の斡旋はできないといわれるなど、子どもたちの問題
は考慮されない事態がある。

一

震災後4年だって見えてきた本当の復興とは？

一当時2年生今年、卒業を迎える

神戸のなおちゃんが送る

メッセージ
かえっておいでよ。

つくろ
―---家族みんなでお読み下さい

「こうぺのなおちゃん」 400円
続「こうぺのなおちゃん」 500円

（収益金の囀は復興運動の寄金になります）

11l  

ヽ， 

一2 

阪神・淡路大震災による影響により

自宅以外から通学する児重生徒の状況

199互且l1998

罹 1

声

3
 



4周年を迎える今、改めてふりかえる

震災で学んだ教育の原点…•
今こそ生きる「神戸からの発信」

震災前、神戸は全国レベルで「いじめ・不登校・学級の荒れ」が問題になっ

ていた。管理社会・鏡争社会の中で、みんなバラバラにおかれ、息の詰まるよ

うな日々だった。いわゆる「教育の危機的状況」の中で起こった震災だった。

復興のエネルギー•原点は？- 99••-— 
何もかも崩れ、失う中で、震災前の「教育の危機的状況」を乗リ越える貴重

な教訓を得た。それは、私たちを縛っていた管理社会、鏡争社会の様々な橿か

ら一時的に Lろ解放された瞬間見えたものだった。

交通や通信が途絶え、皮肉にも教育委員会の指導が入らず、自由になった時、

本来の学校の姿「教育の原点」が蘇った。厳Lい環境だったが、全国の仲間に

支えられながら、目の前の子どもたちに何ができるか考えて取リ組んだ教育活

動の中で、不登校だった子も、安心Lて顔を出 Lた。

｀ 自分が生かされていることを自覚Lた人たちは優Lくなれ、弱者を思いやる
＼心が見られた。大人同士が、より必要と思われる人たちを助けている姿を見て、

茶髪の青年が活動L始め、その姿を見て子どもたちは「子どもポランテイア」

を始めた。助け合う大人の姿が、子どもたちに「希望」や「夢」を与えていた

のだ。この「希望」と「夢」が自然の脅威を乗リ越える復興のエネルギーにな

リ、まさに震災前の「教育の危機的状況」を解決する教訓を示Lた。

この教訓が、復興の過程で生かされただろうか？ ：' ~~ .,.;>;
学校が長期の避難所になった事から、すでに子どもたち‘にとっては、学校が

本来の「安心」の場でなくなった。 ， 

学校の避離所が解消された時、多くの被災者は地域から離れた仮設に追いや

られ、せっかく作リ出された住民とのJミュニケーションを行政が断ーち切る結果になっ

た。地域住民の居住の不安定さの上に、不況の中の経済的な不安定さが加わリ、

夫婦・家族の絆のもろさが露呈Lf

蜆の都合で、子どもの意志を問わず、時期を選ばない転出入が増え、子ども

たちの環境はますます落ち着かないものになっている。全国並の管理社会、鍼

争社会への「復興」、入れ物、ハード面だけの「復興」が進む中で;.「いじめ・

不登校・荒れ」も深刻な事態になっている。

このことは、子どもたちの心を受け止めるゆとりがなくなっている「大人社

会」．弱者を切り捨てようとする「管理社会」への子どもたちの命がけの信号・

子どもに立望をつなぐもの

子どもたちに今一番必要なのは、子どもの心をじっくリと蔦いてやれる大人

のゆとリと、自分を安心Lて出せる湯所ではないだろうか？「30人学級」は、

その条件実現の第一歩であリ、まさに市民運動の中で実現Lなければならない

・緊急課題になっている。

そLて一方、震災の教訓を生かL、自分たちの街は自分たちでつくろう…
弱者の立湯に立って神戸の街をつくリ直そう…•そんな姿を見せている大人が
いる。 「神戸空港を住民投票で決める条例を求める市民運動」の動きだ。

震災以後立湯を越えて真の復興のために手をつなぎ合った人々が、 「神戸空

港」に異議を訴え、神戸市民にその是非を問う条例案制定を求める署名運動を

起こ Lた。・実に有権者の3分の 1にあたる 35万筆にのぼる署名が集まった。

その実現のためには、まだまだ時間はかかると思う。 LかL、今までの餓争社

会の原理から、価値観を転換するための必要な時間と見てじっくり取＇）組むこ

とが求められている。

そLて大人逮のこの姿こそ子どもたちに「未来に希望をつなぐ」姿でもある。

震災後仮設住宅の弧独死、震災関連死、その他復興の過程に見られた苦Lい犠

牲の中から人々が紡いだ「民主主義」 「人権」のこの運動を、大切に育ててい

かなければならないと強く感じる。

これからますます必要になる「教育復興担当教員」

震災後特例措置として、神戸市では 139名の「復興担当教員」が加配されて
いる。現湯の厳Lい教育環境の中、担任の9ポート役と Lて、また年月がたつに
つれかえって、「心のケアの必要な児童が増える状況」の中、また風化の恐れの

ある「震災の教訓」を生かす取リ組み、「地域に開かれた学校づくリ」「防災教
育のあリ方」など多くの課題を抱え奮闘Lている。

文部省もその必要性は認めざるをえない現状で、この特例措置は来年度も 1
年間廷長される見込みということだが、復興が長期化L、今後も、現湯の抱え
る問題が複籍化する中で、長期的にそ Lて被災地全体に、晨望を持った加配を
今後も引き続き行って欲Lいと強く要望Lたい。

冒届

警告のように思う。

｀
 

I _1 2月18日、神戸市針で「教育復興担当教員の加配の継饒を求める請願」が
審議され、その意見書が満場一致で採択された。

各議員が現湯の子どもたちを取リ巻く教育環境の厳Lさを熱心に聞かれる中、
教職員の健康問題の実態についての調査の必要性を求められた。

今のままの学校では限界がある。「30人学級」「教育課程の見直 L」を始め、
I 

制度的な改革と合わせて、「教育復興担当教員の加配の縫饒を求める」ために、

l1月25日文部省交渉いった。全教代表と兵庫教組委員長・西宮・神戸の代
勾?:m:?？ヰ悶てぷ冨芯芯？、？、当‘:。もI
具体的な返事は2月中になる予定。 S 
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災qprr打未―
ばならな＼、か」
「蜻蟻防曼の中での学校」

地域防災の中での学校
兵庫県南郵連震の攘災趣で、学校は多くの地颯住民を受け入れ、避●所と Lて果た
Lた役割は大きかった。神戸市では最大時 (1月258) 218校に 136, 000 

人が学校に避●Lた（神戸市教育委員会． 1996)。その時、学校は学校でなくなリ、文
、字遍リ蜻蟻の防災の拠点となった。

その役謂は次のようなものであった。

①蜻蟻の避●者の安全と生活の拠点

②支攘物資や生活物資の受入と配給、這通の拠点

R錮人情楓、行政情楓などの情楓収集と発信の拠点

④診葦・医養・保健活動の拠点 賛7叶厄；
Rボランテイアや組鐵的活動などの支擾活動の受入の拠点

R子どもの安全と子どもへの支攘の拠点

学校が大きな役割を担ったという事実から、今後全国的に学校を蜻颯の防災拠点と L
て位置付け、整備をはかり、体制を整えようという動きがある。 LかL、今回の震茨
では学校が文字遁＇）防災拠点となって Lまったために、学校がほんらい担うぺき「子
どもの安全と子どもへの支攘」という活動が不十分にならざるを得なかったことが指

績されている（全教神戸市敦職員組合、 1997)。

I叩靭心職員の果た Lた
i 役割とその教訓

同じように、避離所で敏職員は大きな役

割を果た Lた。避●者名簿の作成から檜資
の●持管理、ボランテイアの世話、情欅の

釦璽と撮供、医書活動の楯動、ごみの処運

やトイレの清讚苦情の受付、喧嘩の伸戴

まで、実に多嫌な仕事を Lた。この事実か
ら、今後も更害疇に防災拠点となった学校

｀●員の職壽と Lて、避戴所運営にかか
わる臼をあらかじめ決めておこうという
動きがある。

一ヽ

神戸の学校で実魔に敏職員が体職Lたこ

とから導き出される敏訓は逆のこ^ とであっ

た。櫨茨地の敏職員は多太な曇牲と負担の

もとに、子どもたちのための活動との矛庸

の中で、このような活動を自主的に行った

のであった。長期にわたる二つの仕事の纏

鑢が、櫨災地の敏職員に相当の董労蓄積と

健贖をもたら Lf：：ことは事実である。
また、学校が再開され、讐遍の学校生活が

もどることが、まだ自立のめどが立ってい

ない櫨曼者を追い出すことにもつながった。

学校はどの地蟻にもあリ、相当の広さの

敷を持っていることから、今回のような

多数の避●者がいる湯合に、緊急の一時的

な避●所となることは避けがたいことであ

る。 LかL、今回のように学校が長期の避
● ●生活の湯や防災の拠点になることは避け

るぺきであった。学校は避●生活にとって

快な湯ではないL、ほんらいの子どもの

安全と成長の拠点と、防曼拠点と Lての役
割は、両立Lえるはずがない。

伝が紐の避”tにな→に引
神戸で学校が防曼拠点の役割を果たすこ

とになり、長期の避戴所にならざるをえな

かったのは、それにふさわLい社会的緒樟
戴が充実Lていなかった結果である。趣蟻
に襦祉センクーや集会所、老人ホーム、体

育樟戴、公●など多嫌な樟戴が多敷完傭さ

れて、ふだんから地蟻住民に使われていた

ならば、震曼時も過疇な学校の避戴所に病

蒻な老人までを閉じ込めておくことはなか

ったはずである。

ヒ災爽虹五l
少なくとも、更害疇におけるさまざまな

役割の拠点を鰊括する防曼拠点は、専任の

自治体職員と連蟻住民によって運営される

体制が確立されなければならない。仮に、

字が一時的避●所となるならば、それに

ふさわLい緒掬戴の充実が図られなければ
ならないだろう。それは日常的な敏育活動

の豊かさや発贋をもたらすものと Lて充実
され、結果と Lて非常時の備えとなるよう
にする事が重妻である。

し蟻の中の学校 置可
慢、馘防曼計画の中で藉の覆割を

どのように位置付けたらいいだろう。大切

なことは、学校が子どもの安全と安心の輿

点であるべきだという基本をふまえること

である。櫨曼連で家蕨を失ったリ、住む家

をなく Lt：：リ、地震の恐怖のために嫌々な
心理的な傷を受けたり、生活環境の不安定

さや濠愛の中で困●を抱える子どもたちの、

ケアーや指導を行うということは、片手間

で行われるべき仕事ではなかった。子ども

の安全と安心のための専門職と Lての敏鰤
の役割を明確に Lて、そのために専念する
保証が必妻である。

もちろん学校が連蟻の中で、どのような

役割を果たすかは、その地蟻の屋史的・連

理的粂件によって大きく異なる事情がある。

いずれに Lても、学校という樟戴をどのよ
うに活用するかということと、学校の餌繊・

敏職員がどのような役割を果たすべきかは

厳言に区別されなければならない。
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・ （鯰の“庇鳳化さ仕ないた割こ、学較卿釦演乞盆国に、未恕ゴ直し言


